【様式２－１】

令和５年度前期　研究支援員制度成果報告書（研究者用）
	研究支援員制度利用者
	所属
	氏名
	職名

	
	
	
	

	研究支援員による支援時間
	●●時間

	※執行残(時間)があった場合、その理由を詳細にご記入ください（支援時間数の妥当性を検証します）。
執行残がない場合には記入不要
	

	本制度利用による研究成
果に基づく業績
	（１）学会発表、論文、著書、特許について	Comment by bba007user: ①学会発表：発表題目、発表者名、学会名（開催場所）を記載してください。②論文：論文名、著者名、掲載誌名、査読の有無、巻、最初と最後の頁、発表年（西暦）について記入してください。投稿中の論文を記入する場合は、掲載が決定しているものに限ります。③特許：出願国名、番号、名称、発明者を記載してください。
※以上の業績に関して、本人氏名には一重下線を付してください。また、論文の場合、コレスポンディングオーサーであれば二重下線を付してください。

	
	

	
	（２）社会貢献等について	Comment by bba007user: ①社会貢献（審議会等の委員、講演会活動、行政との連携など）：活動名、期間、開催日等を記載してください。②報道関係（テレビ・ラジオ出演、新聞掲載）：出演日、記載日、報道機関名、番組名、記事名などの情報を記載してください。

	
	

	
	（３）外部資金獲得について	Comment by bba007user: 受けた年度、名称、採択金額、代表・分担の情報を記載してください。

	
	

	本制度の利用がご自身のキャリア継続・キャリア形成に役だったと思いますか。　
	１～４いずれかに〇

	
	１．とても思う　　２．思う　　３．あまり思わない　　４．思わない

	
	理由

	
	

	研究支援員の研究への貢献度、取り組む姿勢はいかがでしたか。
	

	その他特記事項（制度に関する感想や要望）
	




※1.　本様式にかかる個人情報については、本制度の改善のために利用し、それ以外には使用しません。
※2.　上記の入力枠は、必要に応じ、適宜枠を拡げても構いません。
※3.　別紙添付の場合には、欄内にその旨記載し、別途添付して下さい。
